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このたびは、当社の製品をお買い上げ頂きまして、ありがとうございます。 
安全のために、本ﾌｧｰｽﾄｽﾃｯﾌﾟｶﾞｲﾄﾞの他、同梱の安全ｶﾞｲﾄﾞおよび取扱説明書(CD/DVD)に従って、正
しくご使用ください。 
このﾌｧｰｽﾄｽﾃｯﾌﾟｶﾞｲﾄﾞは、本製品専用に書かれたｵﾘｼﾞﾅﾙの説明書です。 
 
 
 
 
 

• この取扱説明書の全部または一部を無断で使用・複製することはできません。 
• 本文中における会社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

本製品は、標準構成の場合、以下の部品で構成されています。 
万が一、型式違いや不足のものがありましたら、お手数ですが、販売店または当社までご連絡ください。 

1. 構成品(ｵﾌﾟｼｮﾝを除く) 
番号 品 名 型 式 備考 

1 ｱｸﾁｭｴｰﾀ本体 2.型式銘板の見方、3.型式の見方参照  
付属品 

PIO 変換器未使用 CB-ERC3P-PWBIO*** 
2 電源・I/O ｹｰﾌﾞﾙ※1 

PIO 変換器またはｸｲｯｸﾃｨｰﾁ使用 CB-ERC3S-PWBIO*** 
***はｹｰﾌﾞﾙ長 
（例）*** : 020=2 [m] 

3 原点ﾏｰｸｼｰﾙ  ｽﾗｲﾀﾞﾀｲﾌﾟに付属 
4 ﾅｯﾄ  以下の表による。 
5 ﾌｧｰｽﾄｽﾃｯﾌﾟｶﾞｲﾄﾞ   
6 取扱説明書(CD/DVD)   
7 安全ｶﾞｲﾄﾞ   

※1 付属されている電源・I/O ｹｰﾌﾞﾙは、配線に記載されているｹｰﾌﾞﾙを参照してください。 

 (付属ﾅｯﾄ一覧) 

型式 ﾅｯﾄ 
M10×1.25 

ﾅｯﾄ 
M14×1.5 

RCP4-RA5C 1  
RCP4-RA6C  1 

2. 型式銘板の見方 
 
 
 
 
3. 型式の見方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※1：簡易ｱﾌﾞｿ仕様の場合、I/O ﾀｲﾌﾟは SE(ｼﾘｱﾙ通信ﾀｲﾌﾟ)となります。 
 
 [仕様の詳細は、ｶﾀﾛｸﾞまたは取扱説明書(CD/DVD)参照] 

取扱上の注意点 
1. 梱包状態での取扱い 

極力ぶつけたり落下せぬよう運搬取扱いは十分な配慮をお願い致します。 
• 重い梱包は作業者単独では持ち運ばないでください。 
• 静置するときは水平状態としてください。 
• 梱包の上に乗らないでください。 
• 梱包が変形するような重い物、あるいは荷重の集中する品物を乗せないでください。 

2. 梱包から取出した状態での取扱い 
ｱｸﾁｭｴｰﾀは、ﾓｰﾀﾕﾆｯﾄやｹｰﾌﾞﾙを持って運搬したり、ｹｰﾌﾞﾙを引っ張って移動させないようにしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

• ｱｸﾁｭｴｰﾀを梱包から出して取扱うときはﾍﾞｰｽ部分を持ってください。 
• 持ち運びの際、ぶつけたりせぬよう注意ください。特にｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰにご注意願います。 
• ｱｸﾁｭｴｰﾀの各部に無理な力を加えないでください。 

設置および保管・保存環境 
1. 設置環境 

次のような場所を避けて設置してください。 
一般に作業者が保護具なしで作業できる環境です。 
また、保守点検に必要な作業ｽﾍﾟｰｽを確保してください。 
• 熱処理等、大きな熱源からの輻射熱があたる場所 
• 周囲温度が 0～40°C の範囲を超える場所 
• 温度変化が急激で結露するような場所 
• 相対湿度が 85%RH を超える場所 
• 日光が直接当たる場所 
• 腐食性ｶﾞｽ、可燃ｶﾞｽのある場所 
• じん塵、塩分、鉄分が多い場所(通常の組立作業工場外) 
• 水、油(ｵｲﾙﾐｽﾄ、切削液を含む)、薬品の飛沫がかかる場所 
• 本体に振動や衝撃が伝わる場所 

次のような場所で使用する場合は、しゃ断対策を十分に行ってください。 
• 静電気などによるﾉｲｽﾞの発生する場所 
• 強い電界や磁界の影響を受ける場所 
• 紫外線、放射線の影響を受ける場所 

2. 保管・保存環境 
保管・保存環境は設置環境に準じますが、長期保管・保存では特に結露の発生がないようにしてください。 
指定のない限り、出荷時には水分吸収剤は同梱してありません。結露が予想される環境での保管・保存の場合、梱包の外側か

ら全体を、あるいは開梱して直接、結露防止処置を施してください。 
保管･保存温度は短期間なら 60°C まで耐えますが、1 カ月以上の保管･保存の場合は 50°C までとしてください。 

保管・保存時は、水平平置きとしてください。梱包状態で保管する場合、姿勢表示のある場合は、それに従ってください。 

各部の名称 

1. ｽﾗｲﾀﾞﾀｲﾌﾟ 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. ﾛｯﾄﾞﾀｲﾌﾟ 
 

 
 
 
 
 
 
 
寸法、外形につきましては、ｶﾀﾛｸﾞ、または取扱説明書(CD/DVD)を参照ください。  

 
取付け 

ｱｸﾁｭｴｰﾀの取付けおよび負荷の取付けは、取扱説明書(CD/DVD)を参照してください。 
【取付けの注意事項】 

No. 項目 注意事項 

1 設置 • ｽﾗｲﾀﾞﾀｲﾌﾟ SA5C、SA7C を横立て設置した場合は、側面の開口部からｱｸﾁｭｴｰﾀ内部に
異物が混入しやすくなります。 
また、ｶﾞｲﾄﾞ、ﾎﾞｰﾙﾈｼﾞのｸﾞﾘｰｽが側面開口部から飛散しやすくなります。 

• 垂直設置の場合は、ﾌﾞﾚｰｷなしｱｸﾁｭｴｰﾀの使用は避けてください。 

2 取付け面 • 架台は十分な剛性を有する構造とし、振動が発生しないようにしてください。 
• ｱｸﾁｭｴｰﾀのﾍﾞｰｽ側面と下面は、ｽﾗｲﾀﾞの走りに対する基準となっています。走り精度

を必要とする場合はこの面を基準に取付けを行ってください。 

 
• ｱｸﾁｭｴｰﾀ取付け面および基準として使用する面は、機械加工またはそれに準じた精度

を持つ平面とし、その平面度は±0.05mm/m 以内としてください。 
• 保守作業が行えるようなｽﾍﾟｰｽを設けてください。 

3 使用ﾎﾞﾙﾄ • 使用ﾎﾞﾙﾄは、ISO-10.9 以上の高強度ﾎﾞﾙﾄをご使用ください。 
• ﾀｯﾌﾟ穴を使用する場合、はめ合い長さ以下の長さのﾈｼﾞをご使用ください。 
• ﾀｯﾌﾟ穴が通しの場合は、ﾎﾞﾙﾄの先端が突き抜けないようにご注意ください。 
• ｱｸﾁｭｴｰﾀの取付けに使用するﾎﾞﾙﾄとﾀｯﾌﾟ穴の有効はめ合い長さは、次の値以上を確保

してください。 
ﾀｯﾌﾟ穴が鋼材の場合は、呼び径と同じ長さ 
ﾀｯﾌﾟ穴がｱﾙﾐ材の場合→呼び径の 2 倍の長さ 

4 締付けﾄﾙｸ • 締付けﾄﾙｸは、取扱説明書(CD/DVD)に記載の規定値に従ってください。 
守られない場合は、ｱｸﾁｭｴｰﾀの変形などによる不具合の要因となります。 

5 負荷ﾓｰﾒﾝﾄ、張り出し長 • ｽﾗｲﾀﾞﾀｲﾌﾟの場合、負荷ﾓｰﾒﾝﾄ、張り出し長は、取扱説明書(CD/DVD)に記載の規定値
に従ってください。守られない場合は、振動や異音の原因となるばかりでなく、著
しく寿命を短くすることがあります。 

• ﾛｯﾄﾞﾀｲﾌﾟの場合、ﾛｯﾄﾞには、ﾛｯﾄﾞの進行方向以外からの外力(ﾗｼﾞｱﾙ荷重)をかけない
でください。ﾛｯﾄﾞに対して直角方向や回転方向の力がかかるとｱｸﾁｭｴｰﾀの破損もしく
は故障の原因となります。進行方向以外から外力がかかる場合は、負荷荷重移動方
向にｶﾞｲﾄﾞなどを設けてください。 

6 ﾛｯﾄﾞへの負荷の取付け • ﾛｯﾄﾞ(ｽﾗｲﾄﾞｼｬﾌﾄ)に回転ﾄﾙｸを与えないでください。内部を破
損する恐れがあります。 

• ﾛｯﾄﾞ先端部のﾅｯﾄ締め付けは、ﾚﾝﾁ等でﾛｯﾄﾞを保持した状態で
行ってください。 

 

 

【ｹｰﾌﾞﾙ処理方法の禁止事項】 
• 接続ｹｰﾌﾞﾙを引っ張ったり、無理に曲げたりして、加重や引っ張り力がｹｰﾌﾞﾙに加わらないようにし

てください。 
• 接続ｹｰﾌﾞﾙは、切断、再結合、他のｹｰﾌﾞﾙと接続して延長、切り詰めなどの加工をしないでください。 
• 一ヶ所に屈曲が集中しないようにしてくださ

い。 
• ｹｰﾌﾞﾙには、折り目、よじれ、ねじれをつけないよ

うにしてください。 
 
 
 
 
 
 
 

• 強い力で引っ張らないようにしてください。 • ｹｰﾌﾞﾙの一ヶ所に回転が加わらないようにしてく
ださい。 

 
 
 
 
 
 
 

• 挟み込み、打ちきず、切りきずを付けないよ
うにしてください。 

• ｹｰﾌﾞﾙの固定は適度とし、締め付けすぎないように
してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

• I/O 線、通信ﾗｲﾝおよび電源・動力線はそれぞ
れ分離してください。 
ﾀﾞｸﾄ内は、混在させないようにしてください。 

• ｹｰﾌﾞﾙﾍﾞｱ使用時、次の点にご注意ください。 
• ｹｰﾌﾞﾙﾍﾞｱやﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾁｭｰﾌﾞ内でｶﾗﾐやﾖｼﾞﾚが無いよ

うに、また、ｹｰﾌﾞﾙに自由度が有り結束しないよう
にしてください。(曲げた時に突っ張らない事)

 
 
 
 

製品の確認 

E R C 3 - S A 5 - I - 4 2 P - 2 0 - 5 0 - S E - S - C N - B - * *  
<ｼﾘｰｽﾞ名> 
 
<ﾀｲﾌﾟ> 
 ｽﾗｲﾀﾞﾀｲﾌﾟ 
  SA5C 
  SA7C 
 ﾛｯﾄﾞﾀｲﾌﾟ 
  RA4C 
  RA6C  
<ｴﾝｺｰﾀﾞ種類> 

 I：ｲﾝｸﾘﾒﾝﾀﾙ 
 
<ﾓｰﾀ種類> 

  42P：42 角 
  56P：56 角 
 
<ﾘｰﾄﾞ> 

 3 ：3mm 
 4 ：4mm 
 6 ：6mm 
 8 ：8mm 
 12 ：12mm 
 16 ：16mm 
 20 ：20mm 
 24 ：24mm 

<当社専用識別記号> 

※ 刻印なしの場合もあります。
<ｵﾌﾟｼｮﾝ> 
 B ：ﾌﾞﾚｰｷ 
 NM ：原点逆仕様 
 FL ：ﾌﾗﾝｼﾞ 

FT ：ﾌｰﾄ金具 
 ABU ：簡易ｱﾌﾞｿ仕様※1 
 
<ｺﾝﾄﾛｰﾗﾀｲﾌﾟ> 
 CN ：CON ﾓｰﾄﾞ 
 MC ：MEC ﾓｰﾄﾞ 
 
<ｹｰﾌﾞﾙ長> 
 N ：なし 
 S ：3m 
 M ：5m 
 X□□ ：長さ指定 
  
<I/O ﾀｲﾌﾟ> 
 SE ： ｼﾘｱﾙ通信ﾀｲﾌﾟ 
 NP ： ﾊﾟﾗﾚﾙ通信 
  NPN ﾀｲﾌﾟ 
 PLN ： ﾊﾟﾙｽ列制御 
  NPN ﾀｲﾌﾟ 
 PN ： ﾊﾟﾗﾚﾙ通信 
  PNP ﾀｲﾌﾟ 
 PLP ： ﾊﾟﾙｽ列制御 
  PNP ﾀｲﾌﾟ 
 
<ｽﾄﾛｰｸ> 

警告： 本装置の取扱いは、同梱の取扱説明書(CD/DVD)に従って行ってください。取扱説明
書(CD/DVD)は常に確認できるよう本ｺﾝﾄﾛｰﾗが組込まれた装置の近傍に保管してくだ
さい。 
取扱説明書が必要な場合、ﾌｧｰｽﾄｽﾃｯﾌﾟｶﾞｲﾄﾞまたは取扱説明書巻末に記載されている最
寄の営業所にご請求ください。 

ERC3-SA5-I-42P-20-50-SE-S-CN-BMODEL
SERIAL No. 000049893 MADE IN JAPAN

型式

ｼﾘｱﾙ番号



 
• ｹｰﾌﾞﾙﾍﾞｱ内に占める収納ｹｰﾌﾞﾙ類の容積は 

60%以下にしてください。 
 

 

 

    注意: 
• ｹｰﾌﾞﾙの接続、取外しの際には、必ずｺﾝﾄﾛｰﾗの電源

を切って作業を行ってください。電源を入れたま
ま行うと、ｱｸﾁｭｴｰﾀが誤動作を起こし重大な人身事
故や機械装置の損傷をまねく恐れがあります。 

• ｺﾈｸﾀの接続が不十分な場合、ｱｸﾁｭｴｰﾀが誤動作し危
険です。必ずｺﾈｸﾀが正常に接続されていることを
確認してください。 

 

基本仕様 
ERC3 ｺﾝﾄﾛｰﾗ部 

項目 内容 
電源電圧 DC24V±10% 
負荷電流(制御側消費電流含む) 高出力設定有効：定格 3.5A(最大 4.2A) 高出力設定無効：最大 2.0A 
発熱量 高出力設定有効：8.0W 高出力設定無効：5.0W 
突入電流(注 1) 8.3A 
瞬時停電耐性 MAX.500μs 
ﾓｰﾀ制御方式 弱め界磁型ﾍﾞｸﾄﾙ制御 
対応ｴﾝｺｰﾀﾞ ｲﾝｸﾘﾒﾝﾀﾙｴﾝｺｰﾀﾞ 分解能 800pulse/rev 
ｱｸﾁｭｴｰﾀｹｰﾌﾞﾙ長 最大 20m 
ｼﾘｱﾙ通信ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 
(SIO ﾎﾟｰﾄ) 

RS485:1CH(Modbus ﾌﾟﾛﾄｺﾙ RTU/ASCII 準拠) 速度:9.6～230.4Kbps 
ﾊﾟﾙｽ列以外のﾓｰﾄﾞでｼﾘｱﾙ通信による制御可能 

外部ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 
PIO 仕様 

DC24V 専用信号入出力(NPN/PNP 選択)･･･入力最大 6 点、出力最大 4 点 
ｹｰﾌﾞﾙ長 最大 10m 

ﾃﾞｰﾀ設定、入力方法 ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙﾃｨｰﾁﾝｸﾞ、ｸｲｯｸﾃｨｰﾁ 
ﾃﾞｰﾀ保持ﾒﾓﾘ ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀ、ﾊﾟﾗﾒｰﾀを不揮発性ﾒﾓﾘへ保存(書込み回数に制限はありません) 
動作ﾓｰﾄﾞ ﾎﾟｼﾞｼｮﾅﾓｰﾄﾞ/ﾊﾟﾙｽ列制御ﾓｰﾄﾞ 
ﾎﾟｼﾞｼｮﾅﾓｰﾄﾞﾎﾟｼﾞｼｮﾝ数 標準 8 点、最大 16 点 

(注)位置決め点数は、PIO ﾊﾟﾀｰﾝの選択により変化します｡ 
差動方式(ﾗｲﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞ方式):MAX.200kpps ｹｰﾌﾞﾙ長 最大 10m 入力ﾊﾟﾙｽ 
ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ方式 : 対応していません｡ 
※上位がｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力の場合､別途 AK-04(ｵﾌﾟｼｮﾝ)を使用して差動方式に変換してくだ
さい｡ 

指令ﾊﾟﾙｽ倍率 
(電子ｷﾞﾔ:A/B) 

1/50 < A/B < 50/1 
A､B の設定範囲(ﾊﾟﾗﾒｰﾀに設定):1～4096 

ﾊﾟﾙｽ列 
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸﾊﾟﾙｽ出力 なし 
LED 表示(ﾓｰﾀﾕﾆｯﾄ部に設置) ｻｰﾎﾞ ON(緑)、ｻｰﾎﾞ OFF(消灯)、非常停止(赤)、ｱﾗｰﾑ発生(赤)、自動ｻｰﾎﾞ OFF(緑点滅) 
絶縁抵抗 DC500V 10MΩ以上 
感電保護機構 ｸﾗｽⅠ 基礎絶縁 
冷却方式 自然空冷 

使用周囲温度 0～40°C 
使用周囲湿度 85%RH 以下(結露無きこと) 
使用周囲雰囲気 [設置環境の項を参照] 
保存周囲温度 -20～70°C(ﾊﾞｯﾃﾘを除く) 
使用高度 標高 1000m 以下 
保護等級 IP20 
冷却方式 自然空冷 
耐振性  振動数 10～57Hz / 振幅:0.075mm 

(試験条件) 振動数 57～150Hz / 加速度 9.8m/ S2 

 XYZ 各方向 掃引時間：10 分 掃引回数：10 回 

環境 

衝撃 (試験条件)150mm/ S2
､11mm/s 正弦波半ﾊﾟﾙｽ XYZ 各方向 

注 1 突入電流は電源投入後、約 5ms の間流れます(40°C 時)。 
突入電流値は、電源ﾗｲﾝのｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽにより変わりますのでご注意ください。 

 

設置およびﾉｲｽﾞ対策 
1. ﾉｲｽﾞ対策用接地(ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. 配線方法に関する諸注意 
①DC24V 電源の配線は、ﾂｲｽﾄしてください。 
②信号線やｴﾝｺｰﾀﾞの配線は、電源線や動力線とは分離し 

てください。 
 

3. ﾉｲｽﾞ発生源およびﾉｲｽﾞ防止 
同一電源路および同一装置内の電源機器には、ﾉｲｽﾞ防止対 
策を行ってください 。 
ﾉｲｽﾞ発生源の対策例を示します 。 
①AC ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ・ﾏｸﾞﾈｯﾄｽｲｯﾁ・ﾘﾚｰ 

 [処置] ｺｲﾙと並列にﾉｲｽﾞｷﾗｰを取付けます。 
②DC ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ・ﾏｸﾞﾈｯﾄｽｲｯﾁ・ﾘﾚｰ 

 [処置] ｺｲﾙと平行にﾀﾞｲｵｰﾄﾞを取付けます。DC ﾘﾚｰは、 
  ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ内蔵型をご使用ください。 

配線図 

1. ERC3 本体との接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注1) お客様でご用意ください。 

 

2. ERC3 本体、PIO 変換器(ｵﾌﾟｼｮﾝ)との接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(注1) お客様でご用意ください。 

 

3. ERC3 本体とｸｲｯｸﾃｨｰﾁ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)との接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源および非常停止回路 
1．ERC3 本体の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注 1： 接点 CR で ON/OFF する非常停止信号(EMG)の定格は、DC24V、10mA 以下です。 

CR のｺｲﾙ電流は、0.1A 以下のものを選定してください。 
注 2： 安全ｶﾃｺﾞﾘ対応などで、ﾓｰﾀ駆動源を外部しゃ断する場合は、MP+と MP-端子間の配線にｺﾝﾀｸﾀなどの接点を接続して 

ください。 
注 3： ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙは、差し込まれたことをｺﾝﾄﾛｰﾗが自動認識します。 
(注)装置の非常停止回路に、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙﾃｨｰﾁﾝｸﾞまたはﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽの非常停止ｽｲｯﾁを反映させることはできません。 
 
2．PIO 変換器(駆動源しゃ断ﾘﾚｰ内蔵ﾀｲﾌﾟ)と接続する場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注 1： 接点 CR で ON/OFF する非常停止信号(EMG)の定格は、DC24V、10mA 以下です。 

CR のｺｲﾙ電流は、0.1A 以下のものを選定してください。 
注 2： ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙは、差し込まれたことをｺﾝﾄﾛｰﾗが自動認識します。 
 
3．PIO 変換器(駆動源しゃ断ﾘﾚｰ外付けﾀｲﾌﾟ)と接続する場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注 1： 接点 CR で ON/OFF する非常停止信号(EMG)の定格は、DC24V、10mA 以下です。 

CR のｺｲﾙ電流は、0.1A 以下のものを選定してください。 
注 2： ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙは、差し込まれたことをｺﾝﾄﾛｰﾗが自動認識します。 
 



I/O 信号(PIO) 
I/O 信号機能説明 

区分 信号略称 信号名称 機能の内容 
CSTR PTP ｽﾄﾛｰﾌﾞ(ｽﾀｰﾄ信号) 指令ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ番号で設定されたﾎﾟｼﾞｼｮﾝへ移動を開始します。 

PC1～PC256 指令ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ No. 移動させるﾎﾟｼﾞｼｮﾝの番号の入力(ﾊﾞｲﾅﾘ入力) 
BKRL ﾌﾞﾚｰｷ強制解除 ﾌﾞﾚｰｷを強制的に解除します。 

*STP 一時停止 移動中信号 OFF で減速停止します。停止中残りの移動は保留状態で信

号が ON になった時点で移動が再開します。 

RES ﾘｾｯﾄ 信号 ON でｱﾗｰﾑのﾘｾｯﾄを行います。また一時停止状態(*STP が OFF)
で ON すると、残移動量のｷｬﾝｾﾙが可能です。 

SON ｻｰﾎﾞ ON ON の間ｻｰﾎﾞ ON、OFF の間ｻｰﾎﾞ OFF となります。 
HOME 原点復帰 信号 ON で原点復帰動作を行います。 

MODE 教示ﾓｰﾄﾞ 信号 ON で教示ﾓｰﾄﾞに移行します。CSTR、JOG+、JOG-が全て OFF
でｱｸﾁｭｴｰﾀの動作が停止していないと切替わりません。 

JISL ｼﾞｮｸﾞ/ｲﾝﾁﾝｸﾞ切替 本信号が OFF の時、JOG+、JOG-でｼﾞｮｸﾞ動作を行います。 
ON の時は JOG+、JOG-でｲﾝﾁﾝｸﾞ動作になります。 

JOG + 
JOG - ｼﾞｮｸﾞ 

JISL 信号が OFF の時、JOG+信号の ON ｴｯｼﾞ検出で+方向、JOG-信号

で-方向にｼﾞｮｸﾞ動作を行います。 
それぞれの動作中に OFF ｴｯｼﾞを検出すると減速停止します。 
JISL 信号が ON の時は、ｲﾝﾁﾝｸﾞ動作となります。 

PWRT 現在位置書込み 教示ﾓｰﾄﾞ中、書込みﾎﾟｼﾞｼｮﾝを指定して本信号を 20ms 以上 ON で現在

位置を指定されているﾎﾟｼﾞｼｮﾝに書き込みます。 

入力 

ST0～ST6 ｽﾀｰﾄ信号 電磁弁ﾓｰﾄﾞの時、本信号 ON で指定されたﾎﾟｼﾞｼｮﾝへ移動します。 

PEND/INP 位置決め完了 
移動後、位置決め幅の範囲に達すると ON します。PEND は位置決め幅

を超えても OFF しません。INP は OFF します。PEND と INP はﾊﾟﾗﾒｰ

ﾀで切替えられます。 
PM1～PM256 完了ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ No. 位置決め完了後に到達したﾎﾟｼﾞｼｮﾝの番号を出力(ﾊﾞｲﾅﾘ出力)します。 

HEND 原点復帰完了 原点復帰が完了すると ON します。 
原点が失われない限り ON しています。 

ZONE1 ｿﾞｰﾝ信号 1 ｱｸﾁｭｴｰﾀの現在位置が、ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定範囲内にあると ON します。 
ZONE2 ｿﾞｰﾝ信号 2 

PZONE ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｿﾞｰﾝ 

 
ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ移動時に、ｱｸﾁｭｴｰﾀの現在位置がﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀで設定した範囲に

入ると ON します。ZONE1 との併用は可能ですが、PZONE は設定し

たﾎﾟｼﾞｼｮﾝへの移動時のみ有効となります。 
*ALM ｱﾗｰﾑ ｺﾝﾄﾛｰﾗが正常状態で ON となり、ｱﾗｰﾑになると OFF します。 
MOVE 移動中 ｱｸﾁｭｴｰﾀが移動中(原点復帰、押付け時含む)に ON します。 

SV ｻｰﾎﾞ ON ｻｰﾎﾞ ON 状態の時に ON します。 

*EMGS 非常停止出力 ｺﾝﾄﾛｰﾗが非常停止解除状態で ON となり、非常停止状態になると OFF
します。 

MODES 教示ﾓｰﾄﾞ出力 MODE 信号の入力により、教示ﾓｰﾄﾞになると ON します。通常ﾓｰﾄﾞに

なると OFF します。 

WEND 書込み完了 教示ﾓｰﾄﾞ移行後は OFF で、PWRT 信号による書込みが完了した時点で

ON します。PWRT 信号 OFF で本信号も OFF します。 
PE0～PE6 現在位置 No. 電磁弁ﾓｰﾄﾞで、目標位置に移動完了後に ON します。 

LS0～LS2 ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ出力 ｱｸﾁｭｴｰﾀの現在位置が目標位置の位置決め幅範囲(±)で ON します。原点

復帰完了状態であれば、移動指令前でもｻｰﾎﾞ OFF 状態でも出力します。 
*ALML 軽故障出力 ﾒｯｾｰｼﾞﾚﾍﾞﾙｱﾗｰﾑの発生時に出力します。（ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定必要） 

LOAD 負荷出力判定信号 
押付け動作時、ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀの“ｿﾞｰﾝ +”、“ｿﾞｰﾝ -”の範囲内で、“しき

い”に設定した電流値を超えた場合に出力されます。 
圧入が正常に行われたかどうかの判定に使用します。 

出力 

TRQS ﾄﾙｸﾚﾍﾞﾙ出力 押付移動中に、障害物等にｽﾗｲﾀﾞ（ﾛｯﾄﾞ）が衝突し、ﾓｰﾀの電流値がﾎﾟｼﾞ

ｼｮﾝﾃﾞｰﾀの“しきい”に設定した電流値に達成した場合に出力されます。 

1．ERC3 本体と接続する場合：CON ﾓｰﾄﾞ時 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.25(PIO ﾊﾟﾀｰﾝ)選択 

0 1 2 区分 PIO 機能 
8点ﾀｲﾌ  ゚ 電磁弁ﾀｲﾌﾟ 16 点ﾀｲﾌﾟ 

位置決め点数 8 点 3 点 16 点 
原点復帰信号  × × 
ｼﾞｮｸﾞ信号 × × × 

教示信号(現在位置書込み) × × × 
入力 

ﾌﾞﾚｰｷ解除 × × × 
移動中信号 × × × 
ｿﾞｰﾝ信号  ×  

ﾋﾟﾝ 
番号 

出力 
ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｿﾞｰﾝ信号 × × × 

A1 ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ FG 
B1 制御電源用+24V CP 
A2   
B2 制御電源用 0V GND 
A3 外部ﾌﾞﾚｰｷﾘﾘｰｽ入力 BK 
B3 ﾓｰﾀ電源用+24V MP 
A4 非常停止入力 EMG 
B4 ﾓｰﾀ電源用 0V GND 
A5   
B5   
A6   
B6   
A7   
B7   
A8   
B8   
A9 IN0 PC1 ST0 PC1 
B9 IN1 PC2 ST1 PC2 
A10 IN2 PC4 ST2 PC4 
B10 IN3 HOME － PC8 
A11 IN4 CSTR RES CSTR 
B11 

入力 

IN5 *STP *STP *STP 
A12 OUT0 PEND PE0 PEND 
B12 OUT1 HEND PE1 HEND 
A13 OUT2 ZONE1 PE2 PZONE/ZONE1 
B13 

出力 

OUT3 *ALM *ALM *ALM 

(注) 上記記号名の＊は、負論理の信号を表します。 
(参考)負論理の信号 
＊の付いた信号は負論理の信号を表しています。負論理の信号とは、入力信号は OFF したとき処理され、出力信号は電源
が入った状態では通常 ON、信号を出力するとき OFF する信号です。 

2．ERC3 本体と接続する場合：MEC ﾓｰﾄﾞ時 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.25(PIO ﾊﾟﾀｰﾝ)選択 

0 3 区分 PIO 機能 
2点停止 3 点停止 

位置決め点数 2 点 3 点 
原点復帰信号  × 
ｼﾞｮｸﾞ信号 × × 

教示信号(現在位置書込み) × × 
入力 

ﾌﾞﾚｰｷ解除 × × 
移動中信号 × × 
ｿﾞｰﾝ信号 × × 

ﾋﾟﾝ 
番号 

出力 
ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｿﾞｰﾝ信号 × × 

A1 ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ  FG 
B1 制御電源用+24V  CP 
A2    
B2 制御電源用 0V  GND 
A3 外部ﾌﾞﾚｰｷﾘﾘｰｽ入力  BK 
B3 ﾓｰﾀ電源用+24V  MP 
A4 非常停止入力  EMG 
B4 ﾓｰﾀ電源用 0V  GND 
A5    
B5    
A6    
B6    
A7    
B7    
A8    
B8    
A9 IN0 ST1 ST1 
B9 IN1 ST0(－) ST0 
A10 IN2 RES RES 
B10 

入力 

IN3 －/SON －/SON 
A11     
B11     
A12 OUT0 LS0/PE0 LS0/PE0 
B12 OUT1 LS1/PE1 LS1/PE1 
A13 OUT2 HEND/SV LS2/PE2 
B13 

出力 

OUT3 *ALM/SV *ALM/SV 

(注) 上記記号名の＊は、負論理の信号を表します。 
(参考)負論理の信号 
＊の付いた信号は負論理の信号を表しています。負論理の信号とは、入力信号は OFF したとき処理され、出力信号は電源
が入った状態では通常 ON、信号を出力するとき OFF する信号です。 

3．PIO 変換器と接続する場合 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.25(PIO ﾊﾟﾀｰﾝ)選択 

0 1 2 区分 PIO 機能 
位置決めﾓｰﾄﾞ 教示ﾓｰﾄﾞ 256 点ﾓｰﾄﾞ 

位置決め点数 64 点 64 点 256 点 
原点復帰信号    
ｼﾞｮｸﾞ信号 ×  × 

教示信号(現在位置書込み) ×  × 
入力 

ﾌﾞﾚｰｷ解除  ×  
移動中信号   × 
ｿﾞｰﾝ信号  × × 

ﾋﾟﾝ 
番号 

出力 
ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｿﾞｰﾝ信号    

1A － － 
2A － － 
3A － － 
4A － － 
5A IN0 PC1 PC1 PC1 
6A IN1 PC2 PC2 PC2 
7A IN2 PC4 PC4 PC4 
8A IN3 PC8 PC8 PC8 
9A IN4 PC16 PC16 PC16 
10A IN5 PC32 PC32 PC32 
11A IN6 － MODE PC64 
12A IN7 － JISL PC128 
13A IN8 － JOG+ － 
14A IN9 BKRL JOG- BKRL 
15A IN10 － － － 
16A IN11 HOME HOME HOME 
17A IN12 *STP *STP *STP 
18A IN13 CSTR CSTR/PWRT CSTR 
19A IN14 RES RES RES 
20A 

入力 

IN15 SON SON SON 
1B OUT0 PM1(ALM1) PM1(ALM1) PM1(ALM1) 
2B OUT1 PM2(ALM2) PM2(ALM2) PM2(ALM2) 
3B OUT2 PM4(ALM4) PM4(ALM4) PM4(ALM4) 
4B OUT3 PM8(ALM8) PM8(ALM8) PM8(ALM8) 
5B OUT4 PM16 PM16 PM16 
6B OUT5 PM32 PM32 PM32 
7B OUT6 MOVE MOVE PM64 
8B OUT7 ZONE1 MODES PM128 
9B OUT8 PZONE/ZONE2 PZONE/ZONE1 PZONE/ZONE1 
10B OUT9 － － － 
11B OUT10 HEND HEND HEND 
12B OUT11 PEND PEND/WEND PEND 
13B OUT12 SV SV SV 
14B OUT13 *EMGS *EMGS  *EMGS  
15B OUT14 *ALM *ALM  *ALM  

16B 

出力 

OUT15 LOAD/TRQS 
*ALML *ALML LOAD/TRQS 

*ALML 
17B － － 
18B － － 
19B － － 
20B － － 

(注) 上記記号名の＊は、負論理の信号を表します。 
 PM1～PM8 はｱﾗｰﾑ発生時、ｱﾗｰﾑﾊﾞｲﾅﾘｺｰﾄﾞ出力信号になります｡ 

(参考)負論理の信号 
＊の付いた信号は負論理の信号を表しています。負論理の信号とは、入力信号は OFF したとき処理され、出力信号は電源
が入った状態では通常 ON、信号を出力するとき OFF する信号です。 

 
 
 
 
 

ﾊﾟﾗﾒｰ ﾀ No.25(PIO ﾊﾟﾀｰﾝ)選択 
3 4 5 区分 PIO 機能 

512 点ﾓｰﾄﾞ 電磁弁ﾓｰﾄﾞ 1 電磁弁ﾓｰﾄﾞ 2 
位置決め点数 512 点 7 点 3 点 
原点復帰信号   × 
ｼﾞｮｸﾞ信号 × × × 
教示信号 

(現在位置書込み) × × × 
入力 

ﾌﾞﾚｰｷ解除    
移動中信号 × × × 
ｿﾞｰﾝ信号 ×   

ﾋﾟﾝ 
番号 

出力 
ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｿﾞｰﾝ信号 ×   

1A － － 
2A － － 
3A － － 
4A － － 
5A IN0 PC1 ST0 ST0 
6A IN1 PC2 ST1 ST1(JOG+)  
7A IN2 PC4 ST2 ST2※1 
8A IN3 PC8 ST3 － 
9A IN4 PC16 ST4 － 
10A IN5 PC32 ST5 － 
11A IN6 PC64 ST6 － 
12A IN7 P128 － － 
13A IN8 PC256 － － 
14A IN9 BKRL BKRL BKRL 
15A IN10 － － － 
16A IN11 HOME HOME － 
17A IN12 *STP *STP － 
18A IN13 CSTR － － 
19A IN14 RES RES RES 
20A 

入力 

IN15 SON SON SON 
1B OUT0 PM1(ALM1) PE0 LS0 
2B OUT1 PM2(ALM2) PE1 LS1(TRQS) 
3B OUT2 PM4(ALM4) PE2 LS2※1 
4B OUT3 PM8(ALM8) PE3 － 
5B OUT4 PM16 PE4 － 
6B OUT5 PM32 PE5 － 
7B OUT6 PM64 PE6 － 
8B OUT7 PM128 ZONE1 ZONE1 
9B OUT8 PM256 PZONE/ZONE2 PZONE/ZONE2 
10B OUT9 － － － 
11B OUT10 HEND HEND HEND 
12B OUT11 PEND PEND － 
13B OUT12 SV SV SV 
14B OUT13 *EMGS  *EMGS  *EMGS  
15B OUT14 *ALM  *ALM  *ALM  

16B 

出力 

OUT15 LOAD/TRQS 
*ALML 

LOAD/TRQS 
*ALML *ALML 

17B － － 
18B － － 
19B － － 
20B － － 

(注) 上記記号名の( )の中は、原点復帰前の機能となります。また、＊は、負論理の信号を表します。 
 PM1～PM8 はｱﾗｰﾑ発生時、ｱﾗｰﾑﾊﾞｲﾅﾘｺｰﾄﾞ出力信号になります。 

※1 原点復帰前は、無効です。 

 入力部 出力部 
入力電圧 DC24V±10% 負荷電圧 DC24V±10% 
入力電流 5mA 1 回路 最大負荷電流 50mA/1 点 

ON/OFF 電圧 ON 電圧 MIN.DC18V 
OFF 電圧 MAX.DC6V 

漏れ電流 MAX.1mA/1 点 
残留電圧 2V 以下 仕様 

絶縁方式 外部出力信号とは非絶縁 絶縁方式 外部入力信号とは非絶縁 

NPN 

  

PNP 

 

【ERC3 本体と接続する場合、CON ﾓｰﾄﾞ時】 
NPN PNP 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ERC3 本体と接続する場合、MEC ﾓｰﾄﾞ時】 

NPN PNP 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【PIO 変換器と接続する場合】 
NPN PNP 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾊﾟﾙｽ列制御の運転(PLN、PLP の機能) 
ﾊﾟﾙｽ列入出力ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

区分 信号略称 信号名称 機能の内容 
PP、/PP 

入力 
NP、/NP 

指令ﾊﾟﾙｽ入力 指令ﾊﾟﾙｽ列を入力します。 
入力ﾊﾟﾙｽ周波数は、ﾀｲﾌﾟにより異なります。[基本仕様参照] 

● 上位ﾕﾆｯﾄが差動方式の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 上位ﾕﾆｯﾄがｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ方式の場合 [AK-04(ｵﾌﾟｼｮﾝ)が必要] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注 1：上位のｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀの出力と、AK-04 は同一電源(0V)を使用してください。 
 

PIO 変換器(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 
【外観図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【仕様】 
項目 内容 

接続軸数 ERC3 1 軸 
電源電圧 DC24V±10% 
制御電源容量 最大 0.8A  
発熱量 1.3W 
瞬時停電耐性 MAX.500μs 
ｼﾘｱﾙ通信ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 
(SIO ﾎﾟｰﾄ) 

RS485：1CH(Modbus ﾌﾟﾛﾄｺﾙ RTU/ASCII 準拠) 速度：9.6～230.4Kbps 
ﾊﾟﾙｽ列以外のﾓｰﾄﾞでｼﾘｱﾙ通信による制御可能 

外部ｲﾝﾀﾌｪｰｽ PIO 仕様 DC24V 専用信号入出力(NPN/PNP 選択)･･･入力最大 16 点、出力最大 16 点 
ｹｰﾌﾞﾙ長 最大 10m 

ﾃﾞｰﾀ設定、入力方法 ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙﾃｨｰﾁﾝｸﾞ 
動作ﾓｰﾄﾞ ﾎﾟｼﾞｼｮﾅﾓｰﾄﾞ 
ﾎﾟｼﾞｼｮﾅﾓｰﾄﾞﾎﾟｼﾞｼｮﾝ数 標準 64 点、最大 512 点 

(注)位置決め点数は、PIO ﾊﾟﾀｰﾝの選択により変化します。 
LED 表示(前面ﾊﾟﾈﾙに設置) 状態表示 LED 緑点灯：ｻｰﾎﾞ ON 緑点滅：自動ｻｰﾎﾞ OFF 状態 赤点灯：ｱﾗｰﾑ発生 

ｱﾌﾞｿﾊﾞｯﾃﾘ状態表示 LED 緑：満充電 橙：充電中 赤：未接続 
ｱﾌﾞｿﾘｾｯﾄ状態 LED 緑：ｱﾌﾞｿﾘｾｯﾄ完了 赤：ｱﾌﾞｿﾘｾｯﾄ未完了 
ST0～ST16（ｵﾌﾟｼｮﾝ）：ｽｲｯﾁの切替えによる 4 種類の表示が可能 

指令電流比率、ｱﾗｰﾑｺｰﾄﾞ、PIO の入力状態、PIO の出力状態 
電磁ﾌﾞﾚｰｷ強制解除ｽｲｯﾁ 
(前面ﾊﾟﾈﾙに設置) 

NOM(標準)/BK RLS(強制解除)切替 

絶縁抵抗 DC500V 10MΩ以上 
感電保護機構 ｸﾗｽⅠ 基礎絶縁 
冷却方式 自然空冷 

使用周囲温度 0～40°C 
使用周囲湿度 85%RH 以下 (結露無きこと) 
使用周囲雰囲気 [設置環境の項を参照] 
保存周囲温度 -20～70°C(ﾊﾞｯﾃﾘを除く) 
使用高度 標高 1000m 以下 
保護等級 IP20 
耐振性 振動数 10～57Hz / 振幅：0.075mm 

振動数 57～150Hz / 加速度 9.8m/ S2 

XYZ 各方向 掃引時間：10 分 掃引回数：10 回 
重量 103g 以下、簡易ｱﾌﾞｿ仕様の場合 287g 以下(ﾊﾞｯﾃﾘ 190g を含む)  

環境 

外形寸法 25W × 90H × 98D 

【設置】 
制御箱の大きさ、ｺﾝﾄﾛｰﾗの配置および冷却等を考慮して、ｺﾝﾄﾛｰﾗの周囲温度が 40°C 以下となるように、設
計・製作を行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｸｲｯｸﾃｨｰﾁ(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 
【外観図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【仕様】 

仕様項目 RCM-PST-0 RCM-PST(PS)-1 RCM-PST(PS)-2 RCM-PST(PS)-EU 
制御軸数 1 軸 

電源電圧 DC24V±10% 
(DC21.6V～DC26.4V) 

単相 AC100～115V±10%
(AC90～AC126.5V) 

単相 AC100～230V±10% 
(AC90～AC253V) 

制御電源容量 0.5A(最大) 
接続対象 ERC3 

定格 1.2A 負荷容量 
(ﾓｰﾀ電源容量) 最大 2.0A(注) 
電源周波数 50Hz/60Hz 
感電保護機構 ｸﾗｽⅠ 基礎絶縁 
絶縁耐圧 AC1500V 1 分間 
絶縁抵抗 DC500V 10MΩ以上 
汚染度 汚染度 2 

MAX.30A MAX.15A 
突入電流 － 

(電源環境により異なります。数値は目安と考えて下さい。) 
漏れ電流 － 0.5mAmax 0.75mAmax 
発熱量 2W 11W 
使用温度範囲 0°C～40°C 
使用湿度範囲 10～85%（結露無きこと） 
使用雰囲気 腐食性ｶﾞｽ無きこと 
保存温度範囲 -20°C～60°C 
保存周囲湿度 90%RH 以下（結露無きこと） 
保護等級 IP20 
動作上限高度 2000m 

振動 5≦ｆ< 9 1.75mm(連続)、3.5mm(断続) 
9≦ｆ≦150 4.9m/S2

(連続)、9.8m/S2
(断続)    XYZ 各方向 

冷却方式 自然空冷 

ｹｰﾌﾞﾙ長 ｱｸﾁｭｴｰﾀｹｰﾌﾞﾙ：10m 以下 
AC ｹｰﾌﾞﾙ：2m 

製品ｻｲｽﾞ 65(W) × 157(H) × 
21.6(D) 

65(W) × 157(H) × 64.4(D) 

重量 
接続ｹｰﾌﾞﾙは含まず 

120g 540g 535g 

 
項目 RCM-PST-0 RCM-PST-1 RCM-PST-2/RCM-PST-EU 

制御電源入力 DC24V±10% AC100～115V±10% AC100～230V±10% 
ﾓｰﾀ電源入力 DC24V±10% AC100～115V±10% AC100～230V±10% 
電源ｹｰﾌﾞﾙ(2m) － ｱｰｽ付き 3P ﾌﾟﾗｸﾞｹｰﾌﾞﾙ ｱｰｽ付き丸端子(M4)ｹｰﾌﾞﾙ 
接続ｺﾈｸﾀ JST S14B-PADSS-1 
制御可能軸数 1 軸 
動作方式 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｺﾝﾄﾛｰﾗ用 
ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ点数 2 点または 3 点 
通信方式 ｼﾘｱﾙ通信 RS485 
通信速度 230400bps 
非常停止機能 有 
非常停止ﾗｲﾝ出力 非常停止ﾗｲﾝの 24V 出力 
非常停止動作 ﾓｰﾀ電源停止 
LED 表示 電源、異常、各種選択 
軸番号設定 なし 
ﾌﾞﾚｰｷ制御 制御電源使用の 24V ﾌﾞﾚｰｷ駆動 
ﾌﾞﾚｰｷﾘﾘｰｽ手段 側面ﾌﾞﾚｰｷﾘﾘｰｽｽｲｯﾁ ON/OFF 
CPU ROM 容量 512KB 
ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ機能 SIO 経由でｵﾝﾎﾞｰﾄﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ可能 
内部 SRAM 容量 40KB 
CE 認証 CE 認証取得予定 

注) 電源投入後、励磁検出動作を行います。その場合電流は最大となります。(通常 100ms) 
但しﾓｰﾀ駆動電源をしゃ断後再びﾓｰﾀ駆動電源を入れた場合は約 6.0A の電流が流れます。(1～2ms)また昇圧回路には対

応していません。 
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立上げ手順 
本製品を初めて使用される場合は、以下の手順を参考にして確認漏れや配線ﾐｽがないよう注意しながら作業を行ってください。 

1．PIO 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
2．ﾊﾟﾙｽ列制御 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 異常時の処置 
立上げ中によくでるｱﾗｰﾑです。以下を参考に処置してください。 
これ以外につきましては、取扱説明書を参照してください。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ ｴﾗｰ内容 原因および処置 

069 ﾘｱﾙﾀｲﾑｸﾛｯｸ発振停止検出
PIO 変換器のｶﾚﾝﾀﾞ機能が停止し、現在時刻ﾃﾞｰﾀが失われたことを示
します。 
ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙから時刻を再設定してください。 

0B8 励磁検出ｴﾗｰ 

電源投入後の最初のｻｰﾎﾞ ON 時、励磁検出を行います。検出が一定時
間(ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.29 に設定)を経過しても完了しない状態です。 
①ﾓｰﾀ･ｴﾝｺｰﾀﾞｹｰﾌﾞﾙの接続不良、断線 
②ﾌﾞﾚｰｷが解除できていない(ﾌﾞﾚｰｷ付きの場合)。 
③外力により、ﾓｰﾀへの負荷が大きい。 
④ﾒｶｴﾝﾄﾞに接触している状態で電源を投入した。 
⑤ｱｸﾁｭｴｰﾀの摺動抵抗が大きい。 
などの可能性が考えられます。 

0E5 ｴﾝｺｰﾀﾞ受信ｴﾗｰ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗの要求に対してｴﾝｺｰﾀﾞ側から正常なﾃﾞｰﾀが返信されなかった
ことを示します。ｺﾈｸﾀ部の断線の有無や接続状況を確認してくださ
い。周辺機器を電源しゃ断して ERC3 だけを動作させ、ｴﾗｰが発生し
なければﾉｲｽﾞの可能性があります。 

0EE ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄｴﾝｺｰﾀﾞ異常検出 2

ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄｴﾝｺｰﾀﾞ基板が、位置情報を正常に検出できない状態であるこ
とを示します。ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄﾃﾞｰﾀﾊﾞｯﾃﾘの電圧が低下しています。PIO の
ﾊﾞｯﾃﾘｱﾗｰﾑ出力を確認し、OFF していればﾊﾞｯﾃﾘを交換してください。
交換後、ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄﾘｾｯﾄを行ってください。 
ｴﾝｺｰﾀﾞｹｰﾌﾞﾙの接続を確認してください。 

20A ﾄﾞｳｻｼﾞ、ｻｰﾎﾞ OFF ｻｰﾎﾞ OFF の状態で移動指令を行ったことを示します。 
ｻｰﾎﾞ ON してから操作してください。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
本社・工場 〒424-0103 静岡県静岡市清水区尾羽 577-1 TEL 054-364-5105 FAX 054-364-2589

東京営業所 〒105-0014 東京都港区芝 3-24-7 芝エクセージビルディング 4F TEL 03-5419-1601 FAX 03-3455-5707

大阪営業所 〒530-0002 大阪市北区曽根崎新地 2-5-3 堂島 TSS ビル 4F TEL 06-6457-1171 FAX 06-6457-1185

名古屋営業所 〒460-0008 名古屋市中区栄 5-28-12 名古屋若宮ビル 8F TEL 052-269-2931 FAX 052-269-2933

盛岡営業所 〒020-0062 岩手県盛岡市長田町 6-7 ｸﾘｴ 21 ﾋﾞﾙ 7F TEL 019-623-9700 FAX 019-623-9701

仙台営業所 〒980-0802 宮城県仙台市青葉区二日町 14-15 アミ・グランデ二日町 4F TEL 022-723-2031 FAX 022-723-2032

新潟営業所 〒940-0082 新潟県長岡市千歳 3-5-17 センザイビル 2F TEL 0258-31-8320 FAX 0258-31-8321

宇都宮営業所 〒321-0953 栃木県宇都宮市東宿郷 5-1-16 ルーセントビル 3F TEL 028-614-3651 FAX 028-614-3653

熊谷営業所 〒360-0847 埼玉県熊谷市籠原南 1 丁目 312 番地あかりビル 5F TEL 048-530-6555 FAX 048-530-6556

茨城営業所 〒300-1207 茨城県牛久市ひたち野東 5-3-2 ひたち野うしく池田ビル 2F TEL 029-830-8312 FAX 029-830-8313

多摩営業所 〒190-0023 東京都立川市柴崎町 3-14-2BOSEN ビル 2F TEL 042-522-9881 FAX 042-522-9882

厚木営業所 〒243-0014 神奈川県厚木市旭町 1-10-6 シャンロック石井ビル 3F TEL 046-226-7131 FAX 046-226-7133

長野営業所 〒390-0877 長野県松本市沢村 2-15-23 昭和開発ビル 2 F TEL 0263-37-5160 FAX 0263-37-5161

甲府営業所 〒400-0031 山梨県甲府市丸の内 2-12-1 ミサトビル 3 F TEL 055-230-2626 FAX 055-230-2636

静岡営業所 〒424-0103 静岡県静岡市清水区尾羽 577-1 TEL 054-364-6293 FAX 054-364-2589

浜松営業所 〒430-0936 静岡県浜松市中区大工町 125 大発地所ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ 7F TEL 053-459-1780 FAX 053-458-1318

豊田営業所 〒446-0056 愛知県安城市三河安城町 1-9-2 第二東祥ビル 3F TEL 0566-71-1888 FAX 0566-71-1877

金沢営業所 〒920-0024 石川県金沢市西念 3-1-32 西清ビル A棟 2F TEL 076-234-3116 FAX 076-234-3107

京都営業所 〒612-8401 京都市伏見区深草下川原町 22-11 市川ビル 3 F TEL 075-646-0757 FAX 075-646-0758

兵庫営業所 〒673-0898 兵庫県明石市樽屋町 8番 34 号大同生命明石ビル 8F TEL 078-913-6333 FAX 078-913-6339

岡山営業所 〒700-0973 岡山市北区下中野 311-114 OMOTO-ROOT BLD.101 TEL 086-805-2611 FAX 086-244-6767

広島営業所 〒730-0802 広島市中区本川町 2-1-9 日宝本川町ビル 5F TEL 082-532-1750 FAX 082-532-1751

松山営業所 〒790-0905 愛媛県松山市樽味 4-9-22 フォーレスト 21 1F TEL 089-986-8562 FAX 089-986-8563

福岡営業所 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東 3-13-21 エフビル WING 7F TEL 092-415-4466 FAX 092-415-4467

大分出張所 〒870-0823 大分県大分市東大道 1-11-1 タンネンバウム Ⅲ 2F TEL 097-543-7745 FAX 097-543-7746

熊本営業所 〒862-0954 熊本県熊本市神水 1-38-33 幸山ビル 1F TEL 096-386-5210 FAX 096-386-5112

 

お問い合せ先 
お客様センター エイト  

（受付時間） 月～金 24 時間 (月 7：00AM～金 翌朝 7：00AM) 
土、日、祝日 9：00AM～5：00PM 
(年末年始を除く) 

   

 フリー
コール 0800-888-0088 

 FAX：0800-888-0099   （通話料無料） 
ホームページアドレス http://www.iai-robot.co.jp 

管理番号：MJ0296-2A

試運転調整 2 
①ﾃｨｰﾁﾓｰﾄﾞをﾓﾆﾀﾓｰﾄﾞ 2 にしてﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙを外してください。 
②PLC から移動指令をｺﾝﾄﾛｰﾗに出力し、ｼｽﾃﾑ運転による確認を行ってください。 

↓ 

 → No → 

当社または販売店までご連絡ください。 

↓Yes 

No → 

 → 

確認項目 
状態表示 LED は赤[ALM]が消灯
していますか? 

ﾊﾟｿｺﾝなどのﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙを接
続し、ｱﾗｰﾑ内容を確認して対
処してください。 

電源投入・ｱﾗｰﾑの確認 
ﾊﾟｿｺﾝなどのﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙを接続し、電源を投入します。 
ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄなどのﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙで、[ﾃｨｰﾁﾓｰﾄﾞ 1 ｾｰﾌﾃｨ速度有効
/PIO 起動禁止]を選択してください。 

↓Yes  

←Yes  

梱包品の確認 
納入品が全てありますか? 

設置および配線 
ｱｸﾁｭｴｰﾀの設置、配線を行ってください。 

重点確認項目 
・ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ(FG)の接続は行いましたか? 
・ﾉｲｽﾞ対策は行われていますか? 

 → 

No → ｻｰﾎﾞ ON 
ﾊﾟｿｺﾝなどのﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙの操作でｻｰﾎﾞ ON してください。 

確認項目 
状態表示 LED は緑
[SV]が点灯してい
ますか? 

安全回路の確認 
非常停止回路(駆動源しゃ断回路)が正常に動作し、ｻｰﾎﾞ OFF しますか? 非常停止回路を確認してください。 

目標位置の設定 
各ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃｰﾌﾞﾙの「位置」の欄に目標位置を設定してください。 
ﾀﾞｲﾚｸﾄﾃｨｰﾁを行う場合は、最初に原点復帰操作を行ってください。手でｱｸﾁｭｴｰﾀを移動する場合、ﾌﾞﾚｰｷ付きの場合は、ﾌﾞﾚｰｷﾘﾘｰｽｽｲｯﾁを[BK RLS]
側にしてから動かしてください。設定後は元に戻してください。 
 
 
 
 

 → 

No → 

↓Yes 

↓Yes 
 

ｾｰﾌﾃｨ速度の設定 
必要に応じてﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.35 に設定してください。 
出荷時、ｾｰﾌﾃｨ速度は 100mm/s に設定されています。 

↓ 
試運転調整１ 
ﾜｰｸを載せずにﾊﾟｿｺﾝなどのﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙで、ｾｰﾌﾃｨ
速度を無効にして動作確認を行った後、ﾜｰｸを載
せて動作確認してください｡ 

ｱｸﾁｭｴｰﾀの取付けに問題ないか、ｱｸﾁｭｴｰﾀの使用条件が
定格を超過していないか等を確認してください。 
場合によってはｻｰﾎﾞ調整を行ってください。 

ｱﾗｰﾑが発生する場合、
ﾊﾟｿｺﾝなどのﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂ
ｰﾙを接続し、ｱﾗｰﾑ内容
を確認して対処して
ください。 

確認項目 
振動や異音が発生して
いませんか? 

No → 

↓Yes  
 

 注意 
本操作はﾒｶｴﾝﾄﾞや干渉物からできるだけ離して行ってください。当っている場合には離してくだ
さい。ｻｰﾎﾞ ON の際、ﾒｶｴﾝﾄﾞや干渉物に当たってｱﾗｰﾑを発生することがあります。 
垂直設置の場合、同一位置でｻｰﾎﾞ ON/OFF を繰返すと、自重により、若干降下することがありま
す。手を挟んだりﾜｰｸを損傷しないように注意してください。 

  警告 垂直に設置している場合、ﾌﾞﾚｰｷﾘﾘｰｽｽｲｯﾁを[BK RLS]側にする時は、自重で落下して手を挟んだり、ﾜｰｸなどを損傷させないように
してください。 

PIO ﾊﾟﾀｰﾝの設定 
ERC3 本体に使用する PIO ﾊﾟﾀｰﾝをﾊﾟﾗﾒｰﾀ№25 に設定してください。 

  注意 安全上、最初の移動の時はｾｰﾌﾃｨ速度を有効にするこ
とを推奨します。 

電子ｷﾞﾔの設定 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.65,66 に、1 ﾊﾟﾙｽあたりのｱｸﾁｭｴｰﾀの単
位移動量に基づく電子ｷﾞﾔ比を設定してください。 

 → 確認項目 
最小移動単位は、ｴﾝｺｰﾀﾞの最小分解能以上の設定になっていますか? 
電子ｷﾞﾔ比は、約分できるかぎり約分しましたか? 

←Yes  

ｻｰﾎﾞ ON 
PLC からｻｰﾎﾞ ON 信号を入力してく
ださい。 

 → 確認項目 
状態表示 LED[SV]が 
緑点灯していますか? 

No → ﾊﾟｿｺﾝなどのﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙで､ｱﾗｰﾑ内容を確認して対
処してください。 

←Yes  

安全回路の確認 
非常停止回路(駆動源しゃ断回路)が正常に動作し、ｻｰﾎﾞ
OFF することを確認してください。 

No → 
非常停止回路を確認してください。 

↓Yes 

 → No → 

当社または販売店までご連絡ください。 

↓Yes 

No → 

 → 

確認項目 
状態表示 LED は赤 [ALM]が消
灯していますか? 

ﾊﾟｿｺﾝなどのﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙを
接続し、ｱﾗｰﾑ内容を確認し
て対処してください。 

試運転調整 2〔動作ﾓｰﾄﾞ AUTO〕 
PLC からﾊﾟﾙｽ列をｺﾝﾄﾛｰﾗに出力し、ｼｽ
ﾃﾑ運転による動作確認を行ってくださ
い。 

 → 

No → 

No → 電子ｷﾞﾔ比の設定を確認してください｡ 
指令ﾊﾟﾙｽ列入力ﾓｰﾄﾞの設定を確認してください。 

ｱｸﾁｭｴｰﾀの取付けに問題ないか、ｱｸﾁｭｴｰﾀの使用条件
が定格以上になっていないかあるいは適正なﾊﾟﾙｽ
列入力がされているかなどを確認してください。 

電源投入・ｱﾗｰﾑの確認 
ﾊﾟｿｺﾝなどのﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙを接続し､電源を投入します。 
ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄなどのﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙで、[ﾃｨｰﾁﾓｰﾄﾞ 1 ｾｰﾌﾃｨ速度
有効/PIO 起動禁止]を選択してください｡ 

↓Yes  

←Yes  

梱包品の確認 
納入品が全てありますか? 

設置および配線 
ｱｸﾁｭｴｰﾀおよびｺﾝﾄﾛｰﾗの設置、配線を行ってください。 

重点確認項目 
・ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ(FG)の接続は行いましたか? 
・ﾉｲｽﾞ対策は行われていますか? 

 → 試運転調整１〔動作ﾓｰﾄﾞ MANU〕 
ﾜｰｸを載せずにﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄなどのﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰ
ﾙで、動作範囲をﾜｰｸを載せてｼﾞｮｸﾞ動作で確認
してください。 

ｱｸﾁｭｴｰﾀの取付けに問題ないかを確認
してください｡ 

確認項目 
他の装置と干渉するこ
とがありませんか? 

↓No  

Yes→  

正常に位置決め動作
ができますか? 

↓Yes 

↓Yes 

振動や異音がない状
態ですか? 

試運転調整 3 
PLC によるｼｽﾃﾑ運転の確認を行ってください。 

PIO ﾊﾟﾀｰﾝの設定 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.25 に 6(ﾊﾟﾙｽ列制御ﾓｰﾄﾞ)を設定してください。 

ﾊﾟﾙｽ列入出力ﾓｰﾄﾞの設定 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.63,64 に、指令ﾊﾟﾙｽ列入力形態を設定してください。 
設定が終ったらﾃｨｰﾁﾓｰﾄﾞをﾓﾆﾀﾓｰﾄﾞ 2 にしてﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾂｰﾙを外してください。 
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